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速さと比のパズル 

 

 一本道にそってＰ，Ｑ，Ｒ，Ｓ，Ｔ，Ｕの６つの地点があります。下の図では６つの地点が等
とう

間隔
かんかく

になっ

ていますが，実際に等間隔であるとはかぎりません。 

 

 

ＡさんとＢさんは同時にＰ地点を出発してＵ地点に向かいます。ＰＱ間，ＲＳ間，ＴＵ間はＡさんの方が速

く進み，残りの区間はＢさんのほうが速く進みます。 

 

（１）Ｑ，Ｒ，Ｓ，Ｔ地点をＡさんとＢさんが通過する時間の差がすべて等しくなりました。 

① Ｔ地点に先に着いたのはＡさんとＢさんのどちらですか。 

 

 

② それぞれの区間において，速いほうの人と遅いほうの人の進む速さの比が４：３となりました。 

ＡさんがＰＱ間，ＱＲ間，ＲＳ間，ＳＴ間を進むのにかかった時間の比を求めなさい。 

 

 

 

（２）Ｑ，Ｒ，Ｓ，Ｔ，Ｕ地点をＡさんとＢさんが通過・到着する時間の差が２：１：６：３：２となりま

した。 

① Ｑ，Ｒ，Ｓ，Ｔ，Ｕ地点に先に着いた人の組合せとして考えられるものをすべて答えなさい。例

えば，Ｑ，Ｒ，Ｓ地点にはＢさんが，Ｔ，Ｕ地点にはＡさんが先に着いたと考えられる場合は，

（Ｂ，Ｂ，Ｂ，Ａ，Ａ）と答えなさい。 

 

 

② それぞれの区間において，速いほうの人は分速７６ｍで進み，遅いほうの人は分速５７ｍで進ん

だとき，ＡさんがＰＱ間，ＱＲ間，ＲＳ間，ＳＴ間，ＴＵ間を進むのにかかった時間の比として

考えられるものを求めなさい。また，ＰＱ間，ＱＲ間，ＲＳ間，ＳＴ間，ＴＵ間の距離の比とし

て考えられるものを求めなさい。 

 

  

最難関問題 

Ｐ        Ｑ        Ｒ        Ｓ        Ｔ        Ｕ 
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速さと比のパズル 

（１）①Ｂさん ②３：８：６：８ 

（２）①（Ａ，Ａ，Ａ，Ｂ，Ａ），（Ａ，Ａ，Ａ，Ｂ，Ｂ），（Ａ，Ｂ，Ａ，Ｂ，Ａ），（Ａ，Ｂ，Ａ，Ｂ，Ｂ） 

   ②時間の比…６：４：１５：３６：１５，６：４：１５：３６：３，２：４：７：１２：５， 

２：４：７：１２：１ 

    距離の比…２：１：５：９：５，２：１：５：９：１，２：３：７：９：５，２：３：７：９：１ 

 

（１）① 

 Ｑ地点に先に着くのは明らかにＡさんです。Ｒ地点に先に着くのがＡさんとすると，ＱＲ間はＢさんの方

が短時間で進むので，時間の差が縮まっているはずですから，時間の差は等しくなりません。Ｒ地点に先に

着くのがＢさんとすると，ＢさんはＱＲ間でＡさんを追いこしてＱ地点と等しい時間の差をつけて先にＲ地

点に着くと考えられます。よって，Ｒ地点に先に着いたのはＢさんです。以降も同様に考えると，Ｓ地点に

先に着いたのはＡさん，Ｔ地点に先に着いたのはＢさんです。 

（１）② 

速いほうの人と遅いほうの人がそれぞれの区間を進むのにかかる時間の比は，速さの比４：３の逆比の

３：４です。ＰＱ間をＡさんが進むのにかかった時間を３，Ｂさんは４とすると，時間の差は４－３＝１で

す。ＢさんはＱＲ間でＡさんに追いついたうえで１の時間差をつけなければならないので，ＱＲ間を進む時

間はＢさんの方がＡさんよりも１＋１＝２短いことになります。よって，ＱＲ間をＡさんが進むのにかかっ

た時間を８，Ｂさんを６とすれば条件を満たします。以降も同様に考えると，次の表にまとめることができ

ます。 

 

 

 

 

よって，ＡさんがＰＱ間，ＱＲ間，ＲＳ間，ＳＴ間を進むのにかかった時間の比は３：８：６：８です。 

  

区間 ＰＱ間 ＱＲ間 ＲＳ間 ＳＴ間 

Ａさん ３ ８ ６ ８ 

Ｂさん ４ ６ ８ ６ 

最難関問題 
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（２）① 

 Ｑ地点に先に着くのは明らかにＡさんです。 

Ｒ地点に先に着くのがＡさんの場合 

 ＱＲ間はＢさんの方が速く進んだので時間差は縮んだものの，Ｒ地点に先に着いたのはＡさんということ

になります。ＲＳ間はＡさんの方が速く進んだので，時間差が広がって先にＡさんがＳ地点に着きます。 

 Ｔ地点に先にＡさんが着いた場合，ＳＴ間はＢさんが速く進んだので時間差は縮んだものの，Ｔ地点に先

に着いたのはＡさんということになります。すると，ＴＵ間はＡさんの方が速く進むので，時間差は広がら

なければなりません。よって，条件にあいません。 

 Ｔ地点に先にＢさんが着いた場合，ＳＴ間でＢさんはＡさんを追いこし，Ｓ地点よりは小さい時間差をつ

けてＴ地点に着いたことになります。ＴＵ間はＡさんのほうが速く進むので，ＡさんがＢさんを追いこして

先にＵ地点に着いたものの，時間差はさらに縮んだ場合と，Ｂさんが先にＵ地点に着いたので時間差は縮ん

だ場合を考えることができます。よって，（Ａ，Ａ，Ａ，Ｂ，Ａ），（Ａ，Ａ，Ａ，Ｂ，Ｂ）が条件を満たし

ます。 

 

Ｒ地点に先に着くのがＢさんの場合 

 ＱＲ間でＢさんは速く進んでＡさんを追いこしたものの，時間差は縮んだということになります。ＲＳ間

はＡさんの方が速く進み，時間差も広がっているので，ＡさんはＢさんを追いこしてＳ地点に先に着きます。 

 Ｔ地点に先にＡさんが着いた場合，上で考えた場合と同じ理由で条件にあいません。 

 Ｔ地点に先にＢさんが着いた場合，上で考えた場合と同様にしてＵ地点にはＡさんが先に着く場合とＢさ

んが先に着く場合を考えることができます。よって，（Ａ，Ｂ，Ａ，Ｂ，Ａ），（Ａ，Ｂ，Ａ，Ｂ，Ｂ）が条

件を満たします。 

 

  

最難関問題 



https://jukensansuu.org 

 

（２）② 

７６：５７＝４：３より，（１）②と同様に考えて，時間の比について以下の４通りが考えられます。 

（Ａ，Ａ，Ａ，Ｂ，Ａ）の場合 

 

 

 

 

ＡさんがＰＱ，ＱＲ，ＲＳ，ＳＴ，ＴＵ間を進むのにかかった時間の比は６：４：１５：３６：１５，距離

の比は４×６：３×４：４×１５：３×３６：４×１５＝２：１：５：９：５です。 

（Ａ，Ａ，Ａ，Ｂ，Ｂ）の場合 

 

 

 

 

ＡさんがＰＱ，ＱＲ，ＲＳ，ＳＴ，ＴＵ間を進むのにかかった時間の比は６：４：１５：３６：３，距離の

比は４×６：３×４：４×１５：３×３６：４×３＝２：１：５：９：１です。 

 

（Ａ，Ｂ，Ａ，Ｂ，Ａ）の場合 

 

 

 

 

ＡさんがＰＱ，ＱＲ，ＲＳ，ＳＴ，ＴＵ間を進むのにかかった時間の比は６：１２：２１：３６：１５ 

＝２：４：７：１２：５，距離の比は４×２：３×４：４×７：３×１２：４×５＝２：３：７：９：５で

す。 

（Ａ，Ｂ，Ａ，Ｂ，Ｂ）の場合 

 

 

 

 

ＡさんがＰＱ，ＱＲ，ＲＳ，ＳＴ，ＴＵ間を進むのにかかった時間の比は６：１２：２１：３６：３ 

＝２：４：７：１２：１，距離の比は４×２：３×４：４×７：３×１２：４×１＝２：３：７：９：１で

す。 

区間 ＰＱ間 ＱＲ間 ＲＳ間 ＳＴ間 ＴＵ間 

Ａさん ６ ４ １５ ３６ １５ 

Ｂさん ８ ３ ２０ ２７ ２０ 

区間 ＰＱ間 ＱＲ間 ＲＳ間 ＳＴ間 ＴＵ間 

Ａさん ６ ４ １５ ３６ ３ 

Ｂさん ８ ３ ２０ ２７ ４ 

区間 ＰＱ間 ＱＲ間 ＲＳ間 ＳＴ間 ＴＵ間 

Ａさん ６ １２ ２１ ３６ １５ 

Ｂさん ８ ９ ２８ ２７ ２０ 

区間 ＰＱ間 ＱＲ間 ＲＳ間 ＳＴ間 ＴＵ間 

Ａさん ６ １２ ２１ ３６ ３ 

Ｂさん ８ ９ ２８ ２７ ４ 

最難関問題 


